
銘

ヤ
　
　
ヒ
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
へ

川
の
戦
（
堀
田
璋
左
膚
）
は
共
鷹
、
湊
川
し
厘
田
森
の
職
…
な
述
べ
、
禰
公
豪

も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も

揮
に
就
き
て
（
三
上
滲
次
）
は
楠
公
に
…
關
す
る
系
飼
古
文
書
に
傭
物
多
き
は

《
が
追
慕
さ
る
』
事
の
大
な
り
し
毎
示
す
も
の
に
し
て
典
後
世
よ
り
崇
拝
さ

る
」
に
歪
り
し
は
太
尊
厳
の
流
行
興
り
て
カ
あ
り
、
而
し
て
楠
公
に
甥
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も

頬
面
は
時
代
に
よ
り
て
壁
速
あ
ろ
事
な
詣
熟
し
，
瀬
戸
内
海
（
内
田
銀
藏
）

は
瀬
戸
内
灘
の
範
幽
に
農
狭
二
義
あ
る
事
な
注
満
し
て
H
本
ズ
明
と
瀬
戸
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
あ
　
　
お

海
と
の
關
…
係
を
考
嬢
し
、
兵
康
灘
の
研
究
（
三
浦
周
行
）
は
書
庫
が
甲
…
八
然
の

形
勝
に
あ
鴨
り
し
外
に
入
爲
的
瓢
眠
備
鯵
り
甲
南
の
撫
へ
ら
れ
「
～
岬
事
よ
一
り
、
　
漁
港
遮
都

は
敵
橘
郡
市
と
し
て
不
適
常
通
る
購
な
明
か
に
ぜ
し
も
，
商
業
都
市
と
し
て

の
慣
値
は
憂
へ
誠
ぜ
ず
し
て
巾
世
に
於
σ
る
交
通
上
の
要
衝
に
隔
り
、
關
税

の
敗
入
の
莫
大
な
り
し
が
、
懇
誠
交
明
吼
以
來
、
政
治
上
軍
事
上
の
原
醐
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
も
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
も

よ
り
て
黄
二
二
小
勝
港
に
譲
れ
る
ん
諭
き
，
撮
脚
防
備
契
（
藤
非
甚
読
響
）

ほ
寛
永
鎮
魍
令
は
紙
上
鎧
國
に
遇
ぎ
ざ
り
し
が
如
何
に
し
て
斌
備
餓
國
に
な

り
し
か
な
説
き
、
國
防
地
帯
は
四
火
匿
に
分
ち
て
見
る
べ
く
、
戯
鐡
海
ば
嘉

永
安
政
に
聴
手
ぜ
リ
吉
て
安
致
元
年
露
艦
雲
海
來
舶
萌
　
及
び
丈
久
雄
問
に

於
σ
る
畿
海
防
備
、
元
渚
元
年
撮
海
防
禦
脂
揮
と
へ
て
徳
川
慶
喜
の
就
任
な

　
　
　
も
　
ヘ
　
ヤ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

蓮
ぷ
。
兵
庫
開
港
（
醐
都
精
一
）
は
開
港
談
鋼
の
賛
端
に
筆
怨
趨
し
、
大
阪

江
輝
の
繭
都
及
び
騎
潟
、
兵
鷹
の
購
港
の
陽
市
延
期
横
漢
鎧
聴
瀦
判
触
訊
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
あ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ち
　
　
　
　
お
　
　
も
　
　
へ

兵
庫
開
港
の
勅
評
を
蓮
ぶ
。
外
に
附
置
と
し
て
三
島
紳
方
の
古
載
、
難
波
の

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も

京
、
及
び
幽
畠
地
労
の
古
代
（
以
よ
暑
田
貞
齊
）
あ
り
．
数
葉
の
口
総
と
挿

鑛
瞳
巻
　
　
潔

介

懸
と
を
牧
む
。
六
ノ
撮
影
地
山
力
の
地
鳥
な
き
は
欝
む
べ
し
。
出
版
五
醐
，
四
毅

ハ
仁
友
赴
雪
行
、
点
綴
二
、
八
○
）

　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
り
　
　
ゐ

　
　
　
　
爾
H
承
油
制
奥
書
爵
解
題
　
一
輪
　
　
　
池
擾
海
象
編

　
　
　
　
　
ち
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
ヤ
　
　
や
　
　
も
　
　
も
　
　
も

本
書
は
上
篇
生
益
法
令
書
誌
巾
窩
地
話
蓼
．
考
暑
下
篇
は
郡
下
畢
考
筈
に
分
ち

そ
れ
ノ
＼
滲
考
婁
U
な
賢
げ
或
ぽ
解
題
な
な
し
、
或
は
其
の
嘗
の
団
次
な
示

し
或
は
叉
鞍
金
の
項
丈
な
敬
め
て
八
百
蝕
頁
の
大
藩
な
蹴
ぜ
る
も
、
員
錐
愚

羅
ぐ
る
に
一
項
一
行
を
充
つ
る
爲
め
毎
頁
薄
白
多
く
。
側
ぜ
ば
薪
編
滋
加
．

建
武
以
欺
追
加
の
矯
縫
の
み
に
四
十
三
頁
な
費
し
ハ
う
が
如
き
他
研
記
蓮
と

蝦
比
し
て
煩
簡
爆
薄
所
な
得
ざ
る
感
な
し
と
ぜ
す
、
叉
御
成
敗
式
厩
の
項
巾

に
、
附
、
建
久
以
後
の
宣
旨
と
し
て
、
三
代
制
符
、
公
家
無
言
等
を
壊
め
六

る
が
如
・
き
も
、
我
法
制
史
研
究
の
基
底
な
な
で
公
家
法
と
武
家
法
と
な
混
岡

ぜ
ろ
も
の
に
し
て
初
秘
’
考
な
誤
ら
し
む
ろ
恐
な
し
と
ぜ
す
G
更
に
本
害
の
書

目
多
子
嬉
闘
σ
る
享
ち
此
種
の
著
書
と
し
て
最
も
大
な
ろ
簸
点
た
ろ
べ
く
、

其
他
の
点
に
つ
き
て
も
著
者
十
年
苦
心
の
成
果
な
り
と
い
ふ
に
於
て
菩
人
の

期
待
な
裏
切
る
こ
声
．
多
し
（
大
鐙
閣
優
行
。
償
四
、
五
〇
4
〔
以
上
ゆ
絃
〕

　
　
　
　
　
ゆ
　
り
　
ゆ
　
う
　
　
　
お

　
　
　
　
㈱
籍
鷹
古
老
箆
書
　
一
頭
　
　
　
　
病
葉
金
太
郡
校
訂

　
本
書
ぼ
幽
羽
扇
鍛
ヒ
郡
の
薪
庄
に
籍
す
る
唯
一
最
悪
の
史
編
に
し
て
．
而

も
鰹
蕊
極
め
て
惟
れ
な
ム
も
の
、
今
蕎
藩
主
戸
澤
子
欝
家
の
出
資
に
よ
り
、

詞
地
墨
翔
の
麟
史
専
攻
の
請
願
士
常
葉
金
X
郷
鍍
か
苦
心
の
校
訂
を
経
て
列

行
さ
れ
唐
う
も
の
な
り
。
薪
症
古
老
梵
書
は
、
塾
訂
者
の
考
建
に
み
っ
て
、

第
．
…
桝

目
六
五
　
　
（
三
㎞
二
三
）

’



サ

ゼ

第
鴎
巻
　
　
紹

介

凡
そ
享
保
十
三
四
年
頃
の
編
蓮
に
係
う
も
の
な
る
な
知
り
，
且
つ
著
溢
は
、

同
藩
士
田
“
五
左
衛
門
笈
純
に
し
て
，
諸
種
の
猟
M
記
雑
史
察
記
の
類
よ
り
、

老
人
口
構
の
奥
話
な
も
温
く
纂
幽
し
、
又
脅
家
の
見
聞
な
合
ぜ
て
随
筆
鉢
に

書
碁
乱
れ
る
も
の
な
ろ
布
萌
ら
か
に
し
得
た
り
。
二
二
は
、
謬
訂
に
際
し
て
辮

庄
に
關
係
無
吾
煩
小
の
事
實
奄
削
除
し
ぬ
る
か
以
て
、
郷
土
に
關
す
る
も
の

多
き
ぽ
言
ふ
払
須
ひ
ざ
れ
ど
も
、
本
磐
記
鰯
は
近
琶
に
於
け
ろ
藩
政
の
研
究

　融

¥
の
状
況
、
世
輯
風
俗
の
錨
〃
移
等
に
繭
て
考
ふ
る
請
種
の
脊
｛
料
な
言
み
見

聞
蹴
話
の
間
に
於
て
も
、
害
艮
上
野
介
邸
打
入
国
時
の
談
髄
、
注
戸
城
離
石

等
諸
癒
の
趣
味
あ
ろ
議
事
あ
る
は
喜
ぶ
べ
し
、
碕
附
錐
と
し
て
細
北
地
方
濃

紅
、
田
中
宗
親
柱
上
撫
載
嫁
ぬ
り
。
（
非
蜜
晶
、
戸
澤
家
藏
版
》
〔
西
綴
〕

　
　
　
　
　
ゆ
　
り
　
　
　
の

　
　
　
　
至
愚
隷
弾
愛
　
三
紛
　
　
　
　
旙
昌
隅
切
郡
調
査
編
纂

　
本
書
は
上
中
下
三
遷
三
千
七
百
頁
の
彪
大
な
う
も
の
に
し
て
、
大
蓮
な
ろ

羅
昌
公
司
が
邦
人
窮
し
て
鞘
洲
蒙
古
に
踊
マ
も
善
戦
的
智
識
な
獲
得
ぜ
し
め

む
と
の
意
よ
リ
調
「
査
潔
な
設
鷺
し
て
調
査
編
纂
ぜ
し
め
た
る
も
の
な
り
Q
共

の
内
容
は
満
黛
．
』
於
け
る
遠
写
過
去
よ
リ
現
在
に
及
び
博
く
捜
り
て
有
ゆ
う

蔽
曾
窺
象
葎
集
残
し
た
ろ
も
の
に
し
て
、
閣
東
都
督
府
南
瀧
餓
灘
株
』
會
融

の
趣
調
査
蝿
告
並
に
專
門
大
家
の
論
著
、
學
衛
雑
誌
下
面
に
戯
で
牡
ろ
も
の

亀
も
琴
考
に
供
し
た
9
と
鷺
ふ
。
巻
葎
分
つ
こ
と
五
、
章
な
立
つ
ろ
こ
と
三

十
、
第
剛
趣
は
浦
識
の
沿
革
奉
戴
班
的
に
叙
述
し
、
策
二
第
三
倦
け
瀧
洲
の

現
駅
な
蓮
べ
、
欝
四
第
．
汎
倦
に
満
蒙
の
崖
産
力
に
就
て
論
じ
ぬ
れ
ば
満
細
行
朔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
州
ご
　
號
　
　
　
一
轟
ハ
六
　
　
（
三
三
M
四
）

買
占
螢
の
灘
愛
盛
蹴
る
の
命
騒
、
雌
の
方
面
に
志
あ
る
も
の
・
一
譲
す
べ
曇

妊
滲
軍
書
な
り
、
（
大
阪
歴
號
書
店
狡
仔
　
償
二
五
、
○
○
）

　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
か
　
　
の
　
　
み
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
ぽ
　
　
の

　
　
　
　
醗
匿
倉
撃
磐
叢
適
幣
鉱
第
｝
、
二
集
　
二
鴛

　
氷
叢
書
ほ
倉
聖
明
鯉
大
書
の
列
行
に
係
り
主
と
し
て
支
郷
歴
史
に
麗
す
ろ

支
那
人
最
近
の
研
究
論
著
及
び
永
当
大
典
木
等
よ
り
得
六
る
貴
重
な
る
史
料

恥
集
む
尤
も
共
の
大
都
分
拭
嘗
て
難
誌
學
術
叢
灘
に
揚
げ
ら
れ
ぬ
弓
と
雛
も

薪
く
叢
書
と
し
て
一
行
ぜ
ら
れ
た
る
は
便
尉
嫁
り
と
謂
ふ
べ
し
り
命
奥
の
矯

次
と
著
活
ん
廟
纒
工
む
に
。
鑓
一
集
は
三
三
寅
一
木
周
易
王
漣
絞
勘
記
（
羅

振
玉
）
周
醜
．
顧
僚
膿
徴
（
重
唱
維
）
一
書
団
匪
後
考
（
局
）
樂
詩
滲
曙
（
冊
）

課
灘
確
へ
岡
）
五
宗
二
三
（
萬
光
泰
）
韓
氏
三
三
矧
訊
（
元
韓
三
岡
）
爾
雅
草

木
鹸
鞍
掛
訓
電
（
論
調
維
）
戴
雅
（
魏
源
）
灘
吏
考
（
王
國
維
）
毛
公
蕪
銘
考
灘

（
隣
）
更
纈
簾
母
線
（
」
償
）
倉
綴
霧
海
要
脚
縄
（
羅
毛
玉
）
漢
代
古
叉
考
（
王
園

維
）
魏
眉
経
考
唱
言
）
小
鼠
叢
蔑
四
種
。
審
丈
考
訂
（
鋤
彫
霜
）
流
沙
墜
簡
考

夕
雲
証
（
王
園
繕
）
差
添
博
士
蓼
（
隅
）
秘
欝
監
志
、
大
元
玄
妙
翻
。
瞳
志
。

翻帥

ﾅ
・
二
四
T
五
種
㎜
悶
・
↑
山
門
巻
、
　
償
奪
｝
寒
湿
廣
雅
疏
離
誹
弾
正
　
ゑ
土
慧
孫
）
流
筑
血
貫

樂
舞
錐
（
江
麿
詰
）
古
韻
繍
論
（
睡
）
譜
盤
表
（
岡
）
露
盤
表
（
同
）
麿
報
四
撃

疋
（
同
）
薦
綴
金
眉
丈
麟
隷
（
王
難
維
）
鼠
壁
桝
考
ハ
同
）
音
譜
鹸
蹴
ハ
陶
）
繰

風
蹟
録
（
劉
家
謀
）
．
艘
ト
欝
串
所
見
先
公
王
考
（
王
幽
維
）
陶
綴
考
（
局
）
綾

周
制
同
論
戸
〆
）
古
水
戯
書
紀
年
輯
校
（
司
）
今
怪
船
書
紀
年
疏
誰
・
岡
）
太
典

公
募
齢
考
曙
（
瞬
）
宋
皮
忠
義
鱒
高
樹
輔
綿
（
岡
）
清
潰
掩
生
蝋
曝
（
購
）
元
高

＼
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